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業員数 1000 人以上の企業は、1 位．基礎学力、2 位．協調性、3 位．行動力、4 位．ストレス
耐性、5 位．意欲、6 位．素直さとなっている。従業員数 300 ～ 1000 人未満では、1 位．基礎
学力、2 位．協調性、2 位．行動力、4 位．意欲、5 位．明るさ、6 位．素直さとなり、従業員

























































































































1 デュオ神戸 阪急西宮ガーデンズ 阪急西宮ガーデンズ
2 umie エキスポシティ ららぽーと甲子園























































































































今回の課題演習の結果を検討するため、以下の 3 種類の対象を設定した。 
 
【対象１】2 年生（25 名）：京都市街地（2016 年 12 月 18 日、10 時～16 時） 
  複数回のフィールドワークと質問紙調査を実施した。実施時は 2 年生であり、今回の課題を
含めると 1 年生と 2 年生でそれぞれフィールドワークを経験した学生である。彼/女らは、1 年生
後期に加え 2 年生前期にある程度学部専門教育を受けている。フィールドワーク実施後に、質問
紙調査を行った。 





・ 実施期間は 1 日のみで、設定されたエリア内であればどこで実施してもよい。 
・ フィールドワーク実施後は、パワーポイントを使用してプレゼンテーションを行うこと。 
 
【対象２】1 年生（30 名）：エキスポシティ（2016 年 12 月 10 日、10 時～16 時） 
 複数回のフィールドワークと質問紙調査を実施した。実施時は 1 年生であり、今回の課題を含












・ 実施期間は 1 日のみで、設定されたエリア内であればどこで実施してもよい。 
・ フィールドワーク実施後は、パワーポイントを使用してプレゼンテーションを行うこと。 
 























図２ 2年生におけるフィールドワーク合同報告会の様子  


























































































全くない ほとんどない どちらでもない 少しはある 非常にある
（％）
1年生1回実施【対象３】 1年生2回実施【対象２】 2年生2回実施【対象１】
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行っていきたい。さらに、大学在学中だけでなく、卒業し社会人となった時に、獲得した課題遂
行能力をどのように現場でいかすことができるかに関しても、今後調査していく計画である。 
 これからの現代社会を担う社会人の育成を大学教育がめざすうえでは、多様な場面で応用可能
な課題遂行能力育成することを意識したフィールドワークが経験できる授業を、大学 4 年間ので
きるだけ早い段階から専門科目も含めて実施することが望ましいのではないだろうか。特に、こ
のような授業は、1 回だけでなく複数回継続して行うことによって、効果が発揮されるものであ
ると考えられる。また、このような経験によって身についた様々な能力は、大学での各段階の学
びにおいて活用することができるだろう。そこで、大学入学時の初期段階だけでなく、それぞれ
の学部の専門科目の修得時においても有効であろう。 
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